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はじめに



トピック:

Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイドでは、インストールの完了後にOracle Cloudアダプタを構成する方法について説明します。




	
対象読者


	関連リソース
	
表記規則







対象読者


Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイドは、インストールの完了後にOracle Cloudアダプタを構成する必要があるユーザーを対象としています。






関連リソース


詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
Oracle RightNow Cloud Adapterの使用方法


	
Oracle Sales Cloud Adapterの使用方法


	
Oracle Eloqua Cloud Adapterの使用方法


	
Oracle ERP Cloudアダプタの使用


	
Oracle NetSuite Cloudアダプタの使用方法









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 証明書とプロキシ設定の構成


次のOracle Cloud Adapter証明書およびプロキシ設定のタスクを実行します。


トピック

	
Oracle JDeveloperでのプロキシ・サーバーの設計時構成


	
クライアント証明書のトラスト・ストアへのインポート


	
プロキシ・サーバーの実行時用の構成













Oracle JDeveloperでのプロキシ・サーバーの設計時構成


Oracle JDeveloperでプロキシ・サーバーを構成します。

	Oracle JDeveloperで、「ツール」→「設定」→「Webブラウザとプロキシ」の順に選択します。
	「Webブラウザとプロキシ」の「プロキシ設定」タブを選択します。
	「手動プロキシ設定」で、次の設定を構成します。

	
「ホスト」をプロキシ・サーバー名に設定します(例: www-proxy.us.example.com)。


	
「プロキシ使用なし」をlocalhost|*.proxy_server|127.0.0.1|10.*.*.*|*.foo.com|etcに設定します。

ここで、proxy_serverはプロキシ・サーバーのホスト名です。







	「プロキシのテスト」をクリックして、プロキシをテストします。
	「OK」をクリックして終了します。









クライアント証明書のトラスト・ストア(DemoTrust.jks)へのインポート


アプリケーションWSDLが認証局(CA)で認定されている場合、次のようにして、FMW_HOME/user_projects/domains/WLS_SOA/bin/setDomainEnv.shを更新する必要があります。

	FMW_HOME/user_projects/domains/WLS_SOA/bin/setDomainEnv.shを開きます。
	EXTRA_JAVA_PROPERTIESで:

次の文字列を

	
-Djavax.net.ssl.trustStore=%WL_HOME%\server\lib\DemoTrust.jks




次に置換します。

	
-Djavax.net.ssl.trustStore=kss://system/trust -Djavax.net.ssl.trustStoreType=kss
















プライベート/非Verisignの証明書のインポート


プライベート証明書またはVerisign以外の証明書を使用してクラウド・アダプタがホストされている場合は、この項の説明に従ってSSL証明書をインポートする必要があります。このタスクはサーバーごとに実行します。

プライベート証明書またはVerisign以外の証明書の使用時にクライアント証明書をインポートするには、次の手順を実行します。


	WSDL URLをブラウザにコピーします。
	左上端の「ロック」アイコンをクリックします。
	セキュリティ情報を表示するリンクをクリックします。たとえば、Mozilla Firefoxを使用している場合は「詳細」をクリックします。
	「セキュリティ」タブで、「証明書の表示」をクリックします。
	「詳細」タブをクリックします。
	個々の証明書をエクスポートします。
	「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control」を開きます。
	「soa-infra」を右クリックします。
	「セキュリティ」タブで、「キーストア」に移動します。
	「システム」→「信頼」を選択し、「管理」をクリックします。
	「インポート」をクリックします。
	「証明書タイプ」で、「信頼できる証明書」を選択して別名を入力します。
	アップロードする証明書を参照して選択するか、メモ帳で証明書ファイルを開いてからOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control内のテキストを追加します。
	「OK」をクリックします。
	すべての証明書に対して操作を繰り返します。
	サーバーを再起動します。









プロキシ・サーバーの実行時用の構成


プロキシ・サーバーを実行時に使用するために構成する必要があります。

	FMW_HOME/user_projects/domains/WLS_SOA/bin/setDomainEnv.shを開きます。
	EXTRA_JAVA_PROPERTIESに次の行を追加します。
-Dhttp.proxyHost=www-proxy.us.example.com -Dhttp.proxyPort=80 -Dhttp.nonProxyHosts=localhost|*.us.company_name.com|127.0.0.1|10.*.*.*|*.foo.com|etc -Dhttps.proxyHost=www-proxy.us.company_name.com -Dhttps.proxyPort=80"
ここで、www-proxy.us.example.comはプロキシ・サーバーのホスト名です。













2 インバウンドWSDL URLパターンの指定


Oracle SOA SuiteとOracle Service BusのインバウンドWSDL URLは、この項で説明する規則に準拠する必要があります。


トピック

	
Oracle SOA SuiteおよびOracle Service BusのインバウンドWSDL URLパターンの指定













Oracle SOA SuiteおよびOracle Service BusのインバウンドWSDL URLパターンの指定


Oracle Cloudアダプタに、Oracle SOA SuiteおよびOracle Service BusのインバウンドWSDL URLを指定する場合、次の規則を使用します。



	パターン	URL形式	例
	Oracle SOA Suite	
https://hostname:ssl_port/integration/flowsvc/adapter/partition_name/composite_name/service_name/version?wsdl

ここで、adapterは:
	
rightnow


	
erp


	
osc






デプロイ後に、soa-diagnosticログからURLを取得することもできます。

	
https://abc123.us.company.com:20117/integration/flowsvc/rightnow/default/RNOW-OSC-SYNC/RightnowService/v1.0/?wsdl


	Oracle Service Bus	
https://hostname:ssl_port/integration/flowsvc/adapter/application_name/proxy_name/version/?wsdl

ここで、adapterは:
	
rightnow


	
erp


	
osc






	
https://abc123.us.company.com:7002/integration/flowsvc/hcm/OSC-OSC/Service/v1.0/?wsdl








注意:

soa-infraとクラウドSDKは直接的な関係がないため、SOAインフラストラクチャ(soa-infra)内のクラウドSDK WSDLをパブリッシュすることはできません。
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